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Low dose  interferon と 補 中益気湯の 併用療法

にて 著効 を 示 し た 腎細胞癌肺転移の一例
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富 山 医科薬科大学泌尿器科学教室

は じ め に

遠隔転移 を 有す る 腎細胞癌症例 に 対 し ， 確立 さ れ

た 有効 な 治療法は な し そ の予 後 は 不良 で あ る 。 そ

の よ う な な か で最近 biological response modifier 

( BRM ） 療法が注 目 さ れ て い る が， 今 回我々 は BRM

製剤の一つであ る イ ン タ ー フ ェ ロ ン と 補 中益気湯 の

併用に よ り complete response を 得 た 腎細胞癌肺転

移の一例 を 報告す る 。

症 例

患者 ： 63歳， 男性。

主許 ： 肉 眼的血尿， 血疾

既往歴 ： 38歳 の 時， 虫垂切除術

家族歴 ： 特記すべ き こ と な し

現病歴 ： 1988年 肉 眼的血尿 に て 近医受診す る も 異

常 な し と い わ れ放 置 す る 。 1990年10月 ， 血伎 に て 富

山 赤十字病院内科 を 受診 し ， 左 腎 細 胞癌 ・ 肺転移 と

診断 さ れ， 1990年10月 17 日 ， 当 科 に 紹 介 と な る 。

現症 ： 身長 155cm， 体重46 . 0kg， 両 腎 と も 触知せ

ず 。

入院時検査成績 ： （ 血液一般 ） RBC 416 × 104/mm3, 

Hb 13.0g/dl, Ht 40 .7%, WBC 4170/mm3, PLT 

21.3 × 104/mm3, （ 血液生化学 ） TP 6.8g/ di, ALB 

4.3g/dl, a2glb 7.9%, LDH 166IU/l, GOT 14IU/l,  

GPT 9IU/1,  r-GTP 13IU/l,  ALP 5.3IU/l, T-bil 

0.8mg/dl, Chol 182mg/dl, TG 149mg/dl, Na 147 

mE q/dl, K 4 .0mEq/dl, Cl 108mEq/dl , Ca 9.9mg 

/di, P 2.9mg/dl, BUN l 7mg/dl, Cr 1 .0mg/dl， 血

沈 1 時 間値 22mm, CRP 0.5mg/ dl, （検尿） 淡貰 ・

清， 蛋 白 （ ＋ ） ， 糖（ 一 ） ， pH 6.0， 赤血球 1 ～ 2/hpf,

白 血球 0/hpf， 尿細胞診 class I 
画像診断 ： DIP ： 左 上 腎杯の下方への圧排， 石灰

化 を 認め， 左 腎上極 の腫傷が考 え ら れ た 。

腎 エ コ ー ： 左 腎上極に ， やや hyper echoic な 径
60 × 55mm の充実性腫溜 を 認め た 。

腎 CT ： 左腎上極 に ， 被模 を 越 え て い な い 充実性

の腫溜 を 認め た 。 又傍大動脈周 囲 に は 明 ら か な リ ン

パ節腫大は 認め ら れ な か っ た 。

選択的 腎動脈造影 ： 左腎上極 に ， 著明 な 血管新生

像 と tumor stain を 認め た 。

和漢診療学的所見 ： 富 山 医薬大和漢 診療部健康調査

表 に よ る 問 診に よ れは＼ 易疲労感， 性欲減退， 肩 こ

り ， 夜 間頻尿， 寒 が り 等 であ っ た 。

脈候 ： やや浮， 虚 実 中 間， 弦， やや渋

腹候 ： 腹 力 やや軟弱， 左右騎傍圧痛点 （ 十 ） ， 回盲

部圧痛 点 （ ＋ ） ， 小腹不仁（ ＋ ）

舌候 ： 淡 白 紅， 腫大

経過 ： 1990年10 月 25 日 ， 左 腎動脈塞栓術施行後，

10 月 30 日 ， 経腹膜的左 腎 摘 出 術 を 施行 し た 。 左腎上

極に ， 5 . 5 × 3 . 5 × 5 . 5cm の 腎細胞癌 を 認め， 摘 出 腎

重 量 は 210 g であ っ た 。 （pT2 , pVo, pNo, clear cell 

type, Gl, INF a )  

左 腎 細 胞癌局所に つ い て は ， 根 治 的 に 切 除 で き ，

転移巣 は 肺の み であ っ た 。 入 院時右肺に ， 33 × 30,

10 × 9 ,  21 × 20mm と coin lesion を 認 め ， 手 術 後

rINF a2a 300 万単位， 筋 注 を 計18 回投与 し た 。 隔

日 投与 を 予定す る も 食欲不振， 腹痛， 白 血球減少等

の 副作用 を 認め， 休薬期 間 を お い て 投与 し な け れ は、

な ら な か っ た 。 rINF a2a 18回終了 後の胸部写 真 で

は ， 転移巣の縮 少 は 認め ら れ な か っ た 。 そ の 後外来

で経過観察 し て い た が， 6 月 3 日 よ り ， INF- r に

変 更 し ， 100万単位， 静注 を 週 2 回 外来 で投与 し た 。

ま た 食欲不振， 易疲労感が持続 し て い た た め， 補 中

益気湯 を 併用 し た 。

投 与 1 ヶ 月 目 の 胸 部写真では， coin lesion は 20

× 18mm の 1 ケ だ け に な っ て お り ， 縮 少率61 . 3 % で
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PR で あ っ た 。 き ら に 9 月 9 日 の胸部写真 では 明 ら

か な coin lesion は 認 め ず， CR と 判 定 し ， こ れ は

胸部 CT で も 確認 し た 。 以 来現在 ま で 3 ヶ 月 間 CR

を 保 っ て い る 。 ま た 体重 も 増加 し 始め， 12月 に は46 . 5

kg と 入院前の体重に戻っ た 。 自 覚症状的に も ， ylNF­

y 補 中益気湯投与 1 ヶ 月 後 よ り 腹痛が消 失 し ， 2 ヶ

月 後 よ り 食欲不振が消失 し た （ 図 1 ） 。

考 案

進行性 腎 細 胞癌 に 対す る イ ン タ ー フ ェ ロ ン 療法に

は確立 さ れ た も の は な い が， で き る だけ 増量 し て い

っ た 方 が効果 的 であ る と い う 報告が 多 い 。 し か し 本

症例 では， 一度 rINF- r 100万単位， 静注 を 週 3 回

に し よ う と し た と こ ろ ， 易疲労感が強 く な っ た た め

結局 増量 し な い ま ま ， 週 2 回 投与 で施行 し て き た 。

本症例 は， 気虚の診断基準に よ れ ば， 身体がだ る

い 5 点， 気 力 が な い 5 点， 疲 れや す い 10点， 食欲不

振 4 点， 舌が淡 白 紅， 腫大 8 点， 腹 力 が軟弱 4 点，

小腹不仁 6 点， 計42点 で気虚 の病態 と 考 え ら れ た 。

そ の た め， 低用 量の イ ン タ ー フ エ ロ ン に ， 免疫賦活

作用 も あ る と い わ れて い る 補 中 益気湯 を併用 す る こ

と と な っ た 。 補 中益気湯単独 で、， 腎細胞癌 に 有効 で、

あ っ た と い う 報告は な い が， 本症例 の よ う な低用量

の イ ン タ ー フ ェ ロ ン が有効 で、あ っ た こ と の作用機序

と し て， イ ン タ ー フ ェ ロ ン の priming 作用 を 考 え て

い る 。 つ ま り 低用 量の rINF- r と ， イ ン タ ー フ ェ ロ

ン 誘発作用 があ る と さ れ る 補 中益気湯 を併用 す る こ

と に よ り ， 相乗的 に イ ン タ ー フ ェ ロ ン が産生 さ れ た

の では な い か と 考 え て い る 。

ま と め

1 ） 腎 細 胞癌 ・ 多 発性肺転移 の 一 例 に ， 低 用 量 の

rINF- r と 補 中益気湯 を 併用投与 し CR を 得 た 。

2 ） 補 中益気湯 の イ ン タ ー フ エ ロ ン inducer と し て

の免疫賦活作用が示唆 さ れ る と と も に ， 食欲不

振， 易疲労！甚な ど の 自 覚症状の 軽減に も 有効 で、

あ っ た 。
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図 1 腎 細 胞町＼1i Hili 転移症例の経過
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